
「 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E『 エリザとさくらのものがたり 』 

 小手鞠るい／文 大野八生／絵 少年写真新聞社 

 いまから 160 ねんほどまえ、アメリカにエリザというしんぶんきし

ゃがいました。せかいじゅうをたびしていたエリザは、あるとき日本

をおとずれ、うつくしいさくらを目にします。エリザは平和
へ い わ

へのねが

いをこめて、アメリカにもさくらをうえたいとかんがえました。  

 

わ く く わ 

本 だ な 
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１ ２ 年 ３ 

E『 夜
よる

をまもる騎士
き し

 アウル 』 

 クリストファー・デニス／作 中井はるの／訳 化学同人  

 ふくろうのアウルは、うまれたときから騎士になるのがゆめでした。

アウルはきびしいくんれんをのりこえ、騎士としておしろではたらきは

じめます。ある夜、アウルがおしろの上
うえ

でみはりばんをしていると、お

なかをすかせたドラゴンがあらわれました。 

としょかんのまどぐちには、くみたてると本になる「わくわく本だな」もあるよ。 

ホームページもみてね！〈編集・発行〉 富山市立図書館 富山市西町5番1号 電話 076-461-3200 

K913『 もじゃもじゃドライブ 』 

 おくやまゆか／作 福音館書店 

 こうたのお父
とう

さんが、あたらしく車
くるま

をかってきました。さっそくかぞ

くでドライブにいくと、おかしなことがおこります。きゅうにハンドル

がきかなくなり、ちゃいろの毛
け

がびっしりはえてきたのです。もじゃも

じゃになった車は、こうたたちをのせてひとりでに走
はし

りだします。 

 

ホームページも 

みてね！ 

K943『 金
きん

のゆびわのスープ 』 

 グリム／原作 竹下文子／文 eto／絵 あかね書房 

王
おう

さまにむりなおねがいをされてこまったおひめさまは、お母
かあ

さま

のかたみの金のゆびわをもっておしろをでていきました。そして、け

もののかわでつくったマントをきて、かおにすすをぬり、みぶんをか

くしてとなりのくにのおしろではたらきはじめます。 
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図書館のまどぐちには、くみたてると本になる「わくわく本だな」もあるよ。 

ホームページもみてね！〈編集・発行〉 富山市立図書館 富山市西町5番1号 電話 076-461-3200 

K913『 晴
せい

さんのにぎりずし 』 

佐川芳枝／作 かわいちひろ／絵 佼成出版社 

 久
ひさ

絵
え

の家はおすし屋さんです。ある日、晴さんという女の人が

お店の手伝いにくることになります。女性
じょせい

のすし職人
しょくにん

はめずら

しいので、「女のにぎったすしなんか食べたくない」という失礼

な人もいました。でも晴さんは、今までもそんな声をはねのけて

きたと話します。学校でいじめられて落ちこんでいた久絵は、そ

んな晴さんに勇気をもらいました。 

 

 

く く わ 

本 だ な 
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４ ５ 年 ６ 

K933『 起業家フェリックスは１２歳
さい

 』 

アンドリュー・ノリス／作 千葉茂樹／訳 あすなろ書房 

 フェリックスはお母さんの誕生
たんじょう

日
び

に、親友のモーがかいた絵を

印刷してバースデーカードをつくりました。それがうわさで広ま

って、カードを買いたいという人がたくさんあらわれます。フェ

リックスは本格的
ほんかくてき

にカードを売るために、オンラインショップを

立ち上げました。するとカードはたちまち大人気に。売り上げが

どんどんふえて、ついには税金
ぜいきん

まではらうことになります。 

 

 

ホームページも 

みてね！ 

K450『 地球の中に、潜
もぐ

っていくと… 』 

入舩徹男／文 関口シュン／絵 福音館書店 

ハルキとアユは、科学者のおじいさんといっしょにダイヤモ

ンドでできたふねにのって地球の中へたんけんにいきます。地

下 150 キロメートルあたりまでもぐると、まわりはほうせきで

いっぱい。かんらん石
せき

などでできた、マントルという部分で

す。さらにもぐって地球の中心に近づいていくと、鉄でできた

ふしぎな世界がひろがっていました。 

 


